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竹
田　
八
千
代
さ
ん
（
高
前
田
１
・
53
歳
）
は
、
今
年
か
ら
、
周

囲
に
雫
石
園
地
や
、
駒
个
岳
、
岩
手
山
、
七
ツ
森
な
ど
の
山
々
を
望

む
、
町
内
佛
川
地
内
の
夫
・
千
一
さ
ん
（
58
歳
）
所
有
の
圃
場
17
ア
ー

ル
で
リ
ン
ド
ウ
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
る
新
規
就
農
者
だ
。

　
八
千
代
さ
ん
は
盛
岡
市
出
身
で
、
亡
く
な
っ
た
両
親
の
後
を
継
ぎ

盛
岡
市
内
で
米
穀
燃
料
店
を
経
営
し
て
き
た
。
就
農
す
る
き
っ
か
け

は
、
昨
年
、
夫
の
千
一
さ
ん
が
会
社
の
定
年
を
迎
え
た
こ
と
を
機
に
、

夫
と
二
人
で
生
き
が
い
を
も
っ
て
で
き
る
仕
事
は
な
い
か
考
え
て
い

た
と
こ
ろ
、
農
協
の
リ
ン
ド
ウ
の
普
及
推
進
チ
ラ
シ
を
見
て
、
農
家

見
学
会
に
参
加
し
た
。

　
参
加
し
て
み
て
、
見
学
先
の
農
家
の
方
々
が
生
き
生
き
と
し
て
仕

事
を
し
て
い
る
姿
と
、
濃
い
紫
色
の
花
を
咲
か
せ
凛
と
し
て
立
っ
て

い
る
リ
ン
ド
ウ
の
姿
に
魅
か
れ
自
分
も
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
と

い
う
。

　
そ
し
て
今
春
、「
い
わ
て
夢
あ
お
い
」、「
い
わ
て
夢
み
の
り
」、「
マ

ジ
ェ
ル
」
な
ど
全
６
品
種
１
万
３
千
株
を
定
植
し
、
来
年
２
年
目
か

ら
の
収
穫
に
向
け
て
、
株
に
栄
養
を
送
る
た
め
の
花
芽
摘
み
作
業
な

ど
に
追
わ
れ
て
い
る
。

　
「
農
業
を
や
っ
た
こ
と
が
な
く
不
安
だ
っ
た
が
、
普
及
セ
ン
タ
ー
、

農
協
、
先
輩
農
家
の
ご
指
導
に
よ
り
ス
タ
ー
ト
で
き
た
。
ま
た
、
最
高

の
景
観
の
中
で
作
業
で
き
る
こ
と
、
手
が
け
れ
ば
手
が
け
る
ほ
ど
そ

れ
に
答
え
て
く
れ
る
の
で
作
業
が
楽
し
い
」
と
八
千
代
さ
ん
は
話
す
。

将
来
は
、「
リ
ン
ド
ウ
を
普
段
か
ら
飾
れ
る
花
に
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
し
、

そ
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
皆
様
に
伝
え
た
い
」
と
八
千
代
さ
ん
は
夢

を
語
る
。

リ
ン
ド
ウ
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の

皆
様
に
伝
え
た
い
。

リンドウに挑戦がんばる新規就農者
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平
成
27
年
9
月
に「
農
業
委
員
会
に
関

す
る
法
律
」
が
改
正
さ
れ
、
昨
年
4
月
1

日
か
ら
新
し
い
制
度
が
施
行
さ
れ
て
い

ま
す
。　
　

　

当
町
に
お
い
て
は
現
農
業
委
員
の
任

期
満
了
後
の
平
成
30
年
5
月
15
日
か
ら

新
制
度
に
移
行
し
ま
す
。
新
制
度
の
農
業

委
員
会
で
は
、
担
い
手
へ
の
集
積
・
集
約

化
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
新

規
参
入
の
促
進
と
い
っ
た
農
地
利
用
の

最
適
化
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
推
進
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

改
正
点
主
な
改
正
点

　
農
業
委
員
会
業
務
の
う
ち「
農
地
等
の

利
用
の
最
適
化
を
推
進
す
る
こ
と
が
法

に
よ
り
明
確
化
」
さ
れ
、
従
来
の
権
利
移

動
等
に
関
す
る
許
可
事
務
に
加
え
、
農
業

委
員
会
業
務
の
重
点
と
し
て
、
農
地
利
用

の
最
適
化（
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集

積
・
集
約
化
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・

解
消
、
新
規
参
入
の
促
進
）
の
推
進
が
、

任
意
業
務
か
ら
必
須
業
務
と
な
り
ま
し

た
。農

業
委
員
の
選
出
方
法
が
公
選

制
か
ら
町
長
に
よ
る
任
命
制
に

変
わ
り
ま
し
た

　
農
業
に
関
す
る
識
見
を
有
し
、
農
地
等

の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
事

 

項
等
に
関
し
そ
の
責
務
を
適
切
に
行
う

こ
と
が
で
き
る
者
の
う
ち
か
ら
、
農
業
者

及
び
農
業
者
が
組
織
す
る
団
体
か
ら
の

推
薦
ま
た
は
自
ら
の
応
募
に
よ
る
農
業

委
員
候
補
者
に
つ
い
て
、
次
の
条
件
を
考

慮
し
な
が
ら
、
町
議
会
の
同
意
を
得
て
町

長
が
任
命
し
ま
す
。

①
農
業
委
員
の
過
半
数
は
認
定
農
業
者

で
あ
る
こ
と
。

②
農
業
に
関
し
利
害
関
係
の
な
い
者
を

１
名
以
上
入
れ
る
こ
と
。（
農
業
者

以
外
の
者
）

③
年
齢
、
性
別
等
に
著
し
い
偏
り
が
生

じ
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
。（
女

性
、
青
年
の
登
用
）

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が

新
設
さ
れ
ま
す

　

農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に

熱
意
と
識
見
を
有
す
る
者
の
中
か
ら
、
推

薦
及
び
自
ら
の
応
募
に
よ
り「
区
域
の
代

表
」
と
し
て
、
農
業
委
員
と
密
接
に
連
携

し
、
担
当
区
域
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
活

動
を
行
い
ま
す
。

①
区
域
の
農
地
所
有
者
等
へ
の
働
き
か

け
②
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
の
推
進

③
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
と
解
消
を
推

進
④
農
地
中
間
管
理
機
構
と
密
接
に
連
携

す
る

　

新
制
度
に
基
づ
く
委
員
の
定
数
に
つ

い
て
は
、
９
月
の
町
議
会
に
お
い
て
定
数

条
例
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　 

▼
農
業
委
員

　
　
　

11
人
（
現
行
20
人
）

 

▼
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　
　
　

18
人
（
新
設
）　

　
※
下
欄
の
担
当
区
域
ご
と
に
１
名
ず
つ

　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
に
つ
い
て
は
、
推
薦

及
び
公
募
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
農
業
委
員
は
、
議
会
の
同
意
を
得
て
町

長
が
任
命
し
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
は
農
業
委
員
会
で
決
定
の
う
え
、
農
業

委
員
会
が
委
嘱
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
の
新
制
度
に
つ
い
て

　

新
し
い
農
業
委
員
・
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
の
募
集
に
つ

き
ま
し
て
は
、
平
成
29
年
12
月
に

行
う
予
定
で
す
。

　

※
別
途
、
町
広
報
及
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
制
度
に
基
づ
く
委
員
の

定
数
に
つ
い
て

農地利用最適化推進委員の担当区域と区域ごとの定数　
地 区 担　当　区　域 定数 地 区 担　当　区　域 定数

雫　石 林、上町一、上町二、雫石谷地、西山谷地 １ 御　所 馬場、大村、男助 １
中町一、中町二、下町一、下町二、長根 １ 鶯宿、赤滝、外桝沢、桝沢、矢用 １
黒沢川、元御所、東町、繋十文字 １ 三笹、旭台、片子沢、清水沢、天戸 １
七ツ森、陽和郷、中沼、晴山 １ 籬野、安庭、町場、九十九沢、矢櫃 １

西　山 極楽野、盆花、五区 １ 御明神 橋場、安栖、小赤沢、山津田 １
六区、七区、八区 １ 滝沢、南、天瀬、中南 １
野中、小松、東林崎、西林崎 １ 天川、中島、黒沢、まがき １
篠崎、上西根、八丁野、上駒木野 １ 下春木場、上春木場、和野、上和野、上野沢 １
駒木野、葛根田、西根谷地 １ 横欠、土橋、岩持、御明神谷地、下川原 １

（人）

※ 担当区域の集落は農事実行組合のエリアです。
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東
北
・
北
海
道
で
は
約
８
割
の
農
業

委
員
会
が
新
体
制
と
な
り
、
農
地
利
用

の
最
適
化
の
推
進
が
必
須
業
務
と
な
る

中
で
、
農
業
委
員
会
で
は
「
農
地
利
用

の
最
適
化
に
関
す
る
指
針
」
を
定
め
る

こ
と
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。
各
農
業
委
員
会
が
農

地
利
用
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、
目

標
や
推
進
方
法
を
明
ら
か
に
し
て
い
く

方
策
を
探
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
た
東
北・

北
海
道
農
業
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、

９
月
７
日
山
形
県
南
陽
市
文
化
会
館
を

会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

  

農
業
委
員
組
織
の
重
点
取
り
組
み

○
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
が
連
携
し
、
農
地
利
用
集
積
の
促

進
及
び
遊
休
農
地
解
消
・
地
域
で
中
心

と
な
る
担
い
手
の
掘
り
起
こ
し
及
び
育

成
に
当
た
る
。

○
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
の
業
務

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
な
ど
地
域
の
農
業

者
等
の
話
し
合
い
を
推
進
す
る
。
農
地

の
出
し
手
・
受
け
手
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

を
行
い
、
農
地
利
用
の
集
積
と
集
約
化

を
進
め
る
。
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
と

解
消
推
進
す
る
と
い
っ
た
現
場
活
動
を

農
地
中
間
管
理
機
構
と
連
携
し
行
う
。

○
フ
ォ
ー
ラ
ム
基
調
講
演
は
、
高
知
大

学
教
育
研
究
部
の
緒
方
教
授
か
ら
第
三

者
的
立
場
か
ら
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
要
旨
は
、
農
業
就
農
人
口
が
'60
年

に
は
千
四
百
五
十
万
人
だ
っ
た
も
の
が
、

'15
年
に
は
二
百
万
人
と
な
っ
て
い
る
状

況
で
あ
り
、
就
農
人
口
は
こ
れ
以
上
減

ら
す
べ
き
で
な
い
。
６
人
に
１
人
が
食

糧
生
産
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
以
上
少
数
に
な
る
の
は
危
機
感
が

高
く
な
る
。
さ
ら
に
担
い
手
年
齢
は
65

歳
以
上
が
63
・
５
％
と
な
っ
て
い
る
こ

平
成
29
年
度 

東
北
・
北
海
道
農
業
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
報
告

農
業
委
員
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

德　

田　

勇　

悦　

会
長
職
務
代
理
者

と
か
ら
先
行
き
が
心
配
さ
れ
る
。
又
、

食
糧
自
給
率
が
下
が
り
続
け
て
い
る
中

で
、
生
産
農
地
を
確
保
し
続
け
る
こ
と

が
最
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
農
地

利
用
の
効
率
化
、
遊
休
農
地
解
消
は
共

通
の
具
体
的
課
題
と
し
て
認
識
し
、
対

処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

町
農
業
委
員
会
で
は
、
７
月
下
旬
か

ら
８
月
上
旬
に
掛
け
て
農
地
の
利
用
状

況
に
つ
い
て
現
地
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
現
地
調
査
も
、
農
業
委
員
19

人
（
７
班
編
成
）
の
ほ
か
、
調
査
対
象

集
落
の
農
業
委
員
会
協
力
員
（
農
事
実

行
組
合
長
）
が
同
行
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

現
地
調
査
の
内
容
は
、
町
内
す
べ
て

の
農
地
を
対
象
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、

遊
休
農
地
や
遊
休
化
の
恐
れ
が
あ
る
農

地
を
重
点
的
に
確
認
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
他
、
申
請
ど
お
り
に
農
地
が
利
用

さ
れ
て
い
る
か
、
違
法
に
農
地
を
転
用

し
て
い
な
い
か
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
で
新
た
に
21
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
農
地
が
遊
休
化
、
遊
休
化
の
恐
れ

が
あ
る
農
地
と
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
現
地
調
査
結
果
を
も
と
に
、

遊
休
化
、
遊
休
化
の
恐
れ
が
あ
る
農
地

の
所
有
者
（
耕
作
者
）
に
対
し
て
今
後

農
地
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
利
用
意

向
調
査
を
行
い
、
地
域
の
中
心
的
担
い

手
へ
の
農
地
の
貸
付
け
等
、
農
地
の
効

率
的
な
利
用
に
つ
な
げ
て
い
く
よ
う
指

導
・
助
言
し
て
い
き
ま
す
。　
　
　
　

　

耕
作
が
放
棄
さ
れ
荒
廃
が
進
ん
だ
農

地
は
、
害
虫
の
発
生
な
ど
に
よ
り
、
周

辺
の
農
地
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
労
働
力
不
足
な
ど
に
よ
り

農
地
の
保
全
管
理
が
困
難
に
な
っ
た
場

合
は
遊
休
農
地
化
す
る
前
に
農
業
委
員

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

農
地
利
用
状
況
調
査
を
実
施

新
た
に
遊
休
化
が
確
認
さ
れ
た
農
地
は
お
よ
そ
21
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

　

農
地
利
用
最
適
化
の
動
向
は
、
担
い

手
へ
の
利
用
集
積
は
５
割
、
遊
休
農
地

が
約
１
割
と
な
っ
て
い
る
状
況
の
中
、

農
地
中
間
管
理
機
構
と
連
携
し
な
が
ら

農
業
委
員
活
動
を
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
等
の
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。
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みんなで読もう

全国農業新聞編

集

後

記

　

今
年
の
米
の
作
柄
は
平
年
並
み
と
の

農
水
省
の
発
表
が
あ
っ
た
が
本
当
？

　

来
年
か
ら
は
「
減
反
政
策
」
廃
止
、

補
助
金
も
な
し
、
こ
れ
か
ら
先
農
業
は

ど
う
な
る
の
か
不
安
を
感
じ
て
い
る
人

が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

先
の
見
通
せ
な
い
ノ
ー
政
で
無
く
、

若
い
後
継
者
達
が
安
心
し
て
農
業
に
取

り
組
め
る
政
治
を
望
む
の
は
無
理
な
の

だ
ろ
う
か
？︵

木
村
正
美
　
編
集
委
員
長
︶

　

収
穫
間
近
だ
っ
た
と
う
も
ろ
こ
し
が

一
晩
で
熊
に
や
ら
れ
、
半
月
の
間
に
ハ

ウ
ス
の
ス
イ
カ
・
メ
ロ
ン
も
被
害
に
…
。

我
が
家
に
と
っ
て
初
め
て
の
大
事
件
で

し
た
。
町
に
罠
を
仕
掛
け
て
も
ら
っ
て

も
熊
の
方
が
賢
く
、
家
の
周
り
を
荒
ら

さ
れ
、
住
民
に
危
害
が
及
ば
な
け
れ
ば

い
い
が
と
ハ
ラ
ハ
ラ
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
が
鳥

獣
被
害
か
ら
住
民
を
守
る
た
め
に
日
々

努
力
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
先
日
は
熊

に
よ
る
人
的
被
害
も
あ
り
、
生
活
圏
内

に
頻
繁
に
現
れ
る
獣
と
の
共
存
が
難
し

い
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

人
的
被
害
防
止
の
た
め
に
も
更
な
る

対
策
強
化
を
願
う
も
の
で
す
。

︵
土
橋
初
男
　
編
集
委
員
︶

農家の経営とくらしに役
立つ情報をお届けします！

●発行日：毎週金曜日
●購読料：１ケ月 700 円
●申　込：農業委員会
　　　　　事務局へ

　

農
地
中
間
管
理
機
構
は
農
地
の

中
間
的
受
け
皿
と
な
り
、
出
し
手

か
ら
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

農
地
中
間
管
理
機
構
に
ま
と
め

て
農
地
を
貸
し
付
け
る
と
機
構
集

積
協
力
金
の
交
付
を
受
け
ら
れ
る

ほ
か
、
自
分
の
所
有
し
て
い
る
農

地
の
全
て
（
10
ア
ー
ル
未
満
は
残

す
こ
と
が
出
来
ま
す
）
を
、
10
年

以
上
貸
し
付
け
た
と
き
は
、
次
の

年
か
ら
３
年
間
当
該
農
地
の
固
定

資
産
税
が
２
分
の
１
に
軽
減
さ
れ

ま
す
。

　
「
農
業
を
続
け
ら
れ
な
い
」、「
相

続
し
た
け
ど
管
理
す
る
こ
と
が
出

来
な
い
」
な
ど
お
困
り
の
方
は
今

の
う
ち
に
農
地
中
間
管
理
機
構
へ

の
貸
し
付
け
を
ご
検
討
さ
れ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

詳
し
く
は
左
記
相
談
窓
口
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　 

相
談
窓
口

▼
岩
手
県
農
業
公
社

　
　
（
農
地
中
間
管
理
機
構
）
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▼
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
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▼
町
役
場
農
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     農業者年金 
１．老後の備えを万全に！ 

農業者の年金 
    （国民年金のみ） 国民年金（老齢基礎年金） 月額約１３万円（夫婦で） 

     

  

農業者の年金 
（国民年金＋農業者年金） 

農業者年金 月額約６万９千円 
（夫婦とも30歳で加入、保険料月額2万円納付、 
 運用利回り2.0％、予定利率0.2％で試算した場合） 

国民年金付加年金 月額１万２千円 

国民年金（老齢基礎年金） 月額約１３万円 

 高齢農家（夫婦）の生活に必要な額は、月額約２３万円 

このままでは、生活費が
足りない！！ 

これで安心だね！！ 

２．かしこく節税！ 
 農業者年金は支払った保険料の全額が、社会保険料控除の対象なので税金が安くなります。 
 節税額は適用される税率や保険料額によって差がありますが、支払った保険料の15～30％程度に！！ 

農業者年金は３要件を満たせば、加入できます。 
 ①国民年金の第１号被保険者（保険料納付免除者を除く） 
 ②年間６０日以上農業に従事 
 ③６０歳未満 

詳しくは、雫石町農業委員会 TEL 692-6595 までお問合せください。 

※ 国民年金付加年金（保険料月額400円）は、農業者年金加入時に加入していただきます。 

農
地
中
間
管
理
機
構
を

活
用
し
ま
し
ょ
う
！ 

問合せ先：雫石町農業委員会事務局
電　　話：６９２ー６５９４


